
 1

第 二 期 新 武 蔵 野 ク リ ー ン セ ン タ ー （ 仮 称 ） 施 設 ・ 周 辺 整 備 協 議 会   

タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ に お け る 主 な 意 見 ・ 感 想 ・ 質 疑 ま と め  

 

 

【開催概要】  

・日  時  平成 24 年 12 月 23 日（日曜日）午後２時から４時 30 分  

・場  所  ルート図のとおり  

・参加者  委員 15 名  事務局７名  

 

 

 

ル ー ト 図  
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 当 日  

①  歩 道 の 幅 員 は 2.5ｍ あ る が 、 桜 の 木 が 植 え ら れ て い る と こ ろ は 1.2ｍ

程 度 し か な く 、 狭 い 。 自 転 車 が 通 る と き は よ け な け れ ば な ら な い 。  

 ② ク リ ー ン セ ン タ ー の 柵 が 危 な い 。（ 上 端 部 の カ バ ー が は ず れ て い る 。

子 ど も に と っ て 危 険 な 高 さ 。）  

 ③ テ ニ ス コ ー ト の フ ェ ン ス か ら 歩 道 の 境 界 ま で は ４ ｍ 程 度 の ス ペ ー ス

が あ る 。  

 

作 業 部 会  

④ 歩 道 は 狭 い が 、自 転 車 は 原 則 と し て 車 道 を 通 る こ と に な っ た 。こ れ を

踏 ま え 、 歩 道 の 拡 幅 は ど う す す め て い く か 。 NTT の 東 側 の 歩 道 の 拡 幅

も あ る の か 。（ 高 石 委 員 ）  

⑤ 歩 道 の 拡 幅 に つ い て は 、長 期 的 に 検 討 と の こ と だ が 具 体 的 な 検 討 を 進

め る べ き で は 。（ 興 梠 委 員 ）  

→ ④・⑤ ク リ ー ン セ ン タ ー 側 に つ い て は 、建 替 え に 合 わ せ た 拡 幅 を 行

う 意 向 が あ る が 、NTT 側 へ の セ ッ ト バ ッ ク は NTT と の 調 整 を 要 す る 。

車 道 を 狭 め て 歩 道 を 拡 幅 す る こ と も 考 え ら れ る が 、警 察 と の 調 整 が

極 め て 困 難 な 状 況 。 そ の た め 長 期 的 な 検 討 を 要 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

１  市 道 212 号 線 （ ク リ ー ン セ ン タ ー 西 側 道 路 ）  
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 当 日  

 ① エ レ ベ ー タ ー の 設 置 が 必 要 。  

 ② 出 入 り 口 付 近 の 掲 示 板 が 多 す ぎ る 。町 会・コ ミ セ ン 以 外 の 掲 示 板 は ク

リ ー ン セ ン タ ー の 方 に 移 動 で き な い か 。  

 ③ テ ニ ス コ ー ト の 休 憩 コ ー ナ ー は あ ま り 利 用 さ れ て い な い 。有 効 活 用 で

き な い か 。  

 ④ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 内 部 か ら テ ニ ス コ ー ト 側 に 避 難 す る ル ー ト

が 不 十 分 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  緑 町 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー  
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 当 日  

① 遊 具 が 置 い て あ る コ ー ナ ー は 子 ど も た ち か ら 人 気 が 高 く よ く 利 用 さ

れ て い る 。  

 ② テ ニ ス コ ー ト と 野 球 場 の す き 間 に ト イ レ の 設 置 が で き る 。  

 ③ 都 市 公 園 の 区 域 は ど こ ま で か 。  

→ テ ニ ス コ ー ト ・ 野 球 場 以 外 の 部 分 す べ て 。  

 ④ 現 ク リ ー ン セ ン タ ー 建 設 段 階 に お け る ま ち づ く り 委 員 会 の 提 言 で は 、

多 目 的 運 動 広 場 （ 少 年 野 球 ・ ソ フ ト ボ ー ル 利 用 ） だ っ た 。  

⑤ ク ラ ブ ハ ウ ス の 利 用 者 を あ ま り 見 か け な い 。  

⑥ ク ラ ブ ハ ウ ス の ２ 階 は ど う な っ て い る の か 。  

  （ → 更 衣 室 ・ 休 憩 ス ペ ー ス な ど が あ る 。）  

⑦ 野 球 場 の 駐 車 場 は 他 市 の 利 用 者 が 多 い 。  

 （ こ の 日 は 練 馬 １ 台 、 習 志 野 ４ 台 、 所 沢 １ 台 、 多 摩 ８ 台 ）  

⑧ ヒ マ ラ ヤ ス ギ は 立 派 な 樹 木 な の で 保 存 す べ き だ 。  

⑨ ア カ マ ツ は 樹 形 が よ く 立 派 な の で 保 全 す べ き だ 。  

 

３  緑 町 ふ れ あ い 広 場 公 園 ・ テ ニ ス コ ー ト ・ 野 球 場  
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作 業 部 会  

⑩ ク ラ ブ ハ ウ ス の 解 体 が 来 年 に 迫 っ て い る の で 、テ ニ ス コ ー ト の 休 憩 ス

ペ ー ス の 利 用 な ど も 含 め て 、エ リ ア 内 の 運 動 施 設 の 総 合 的 な 検 討 は 早

急 に 行 う べ き で は 。（ 越 智 委 員 ）  

 

 

 

 

 

 当 日  

 ① 雰 囲 気 が ず い ぶ ん か わ っ た 。  

 ② も う 少 し 市 役 所 よ り に も 飲 食 店 が あ る と よ い 。  

 ③ マ ン シ ョ ン の 外 構 計 画 に は こ だ わ り を 感 じ る 。  

 ④「 ベ ル メ ゾ ン 母 力 」は 旭 化 成 ホ ー ム ズ と お 母 さ ん 大 学 が 提 携 し て 事 業

を す す め る 子 育 て を テ ー マ に し た 賃 貸 住 宅 。  

 

 作 業 部 会  

 ⑤ 旭 化 成 の 子 育 て 住 宅 の 第 一 号 が 武 蔵 野 と い う の を 初 め て 知 っ た 。北 町 、

緑 町 は 、元 々 官 舎 や 社 宅 が あ り 、子 育 て 世 代 が 多 か っ た こ と が 街 の 活

力 に つ な が っ て い た 。社 宅 や 官 舎 の 売 却 が 進 ん で お り 、フ ァ ミ リ ー 向

け の 世 代 を 継 続 的 に 取 り 入 れ て い く こ と が 大 事 。フ ァ ミ リ ー 向 け の 分

譲 マ ン シ ョ ン は 一 時 期 に 同 じ 世 代 が 入 居 す る こ と に な る 。現 在 は 長 期

間 使 え る 住 宅 も 増 え て き て い る の で 、２ 世 帯 で 暮 ら す と い っ た こ と も

考 え ら れ る 。様 々 な 居 住 者 が で て く る 可 能 性 が あ る こ と も 考 慮 に 入 れ

た 地 域 づ く り も 必 要 で は な い か と 感 じ た 。（ 塩 澤 委 員 ）  

 

 

 

 

４  デ ニ ー ズ 周 辺  



 7

 

 

 

  

当 日  

 ① 36 区 画 6990 万 円 ～ 9580 万 円 で 分 譲 中  

 ② 北 町 五 丁 目 町 会 の エ リ ア 。 今 後 町 会 と し て の 対 応 を 検 討 中 。  

 

 作 業 部 会  

③  車 の 出 入 り が 増 え 、 交 通 量 が 増 え る の で は な い か 。（ 島 森 委 員 ）  

 

 

 

 

 

 当 日  

① 車 道 の 拡 幅 で は な く 、 遊 歩 道 と し て 整 備 し て ほ し か っ た 。  

② 親 水 空 間 が 整 備 さ れ る と よ い 。  

 ③ 樹 木 に つ け ら れ た 樹 木 名 の プ レ ー ト は け や き コ ミ セ ン の 手 作 り 。  

④ 道 路 幅 員 が 狭 い た め 車 の 出 入 り が 少 な か っ た が 、今 回 の 工 事 に よ っ て

５  NTT 社 宅 跡 地 （ 宅 地 開 発 戸 建 て 分 譲 ）  

６  千 川 上 水  



 8

道 路 が 広 が り 、 車 の 出 入 り が 多 く な っ て し ま う の で は と 不 安 で あ る 。 

 

作 業 部 会  

⑤ 今 回 の 整 備 工 事 に つ い て 説 明 が 不 十 分 で は な い か 。（ 興 梠 委 員 ）  

⑥ 今 回 の 整 備 工 事 に つ い て 、業 者 が 説 明 に 来 た 。整 備 区 間 の 延 長 が ど う

な る か 質 問 し た が 、そ れ は 市 の 考 え な の で わ か ら な い と の 回 答 で あ っ

た 。（ 高 橋 健 一 委 員 ）  

 

→  ① ② ④ 今 回 の 整 備 工 事 は 元 々 上 水 区 域 が 道 路 区 域 内 に 越 境 し て い  

 た も の を 、 NTT 社 宅 跡 地 の 開 発 事 業 に あ わ せ て 道 路 と 上 水 の 境 界 を 正  

 し い 位 置 に 戻 し 、緊 急 車 両 が 通 行 で き る よ う に し 、安 全 安 心 な ま ち づ  

く り に 寄 与 す る も の で あ る 。  

「 千 川 上 水 整 備 基 本 計 画 」（ 平 成 22 年 ５ 月 策 定 ）に 千 川 上 水 全 体 の

整 備 計 画 が 示 さ れ 、こ の 計 画 に 基 づ く 整 備 は 、今 年 度 か ら 順 次 す す め

て お り 、 平 成 33 年 度 の 完 了 を 目 指 し て い る 。 今 年 度 は NTT 社 宅 跡 地

の 開 発 事 業 に 合 わ せ て 周 辺 整 備 を 行 う 。  

「 千 川 上 水 整 備 基 本 計 画 」 に お い て は 、「 水 と 緑 の 環 境 を 活 用 し た  

散 策 や 休 憩 の 場 、親 水 や 身 近 な 自 然 と の ふ れ あ い の 場 と し て 、多 く の

市 民 に 親 し ま れ る よ う な 整 備 」を め ざ し 、観 察 デ ッ キ や 休 憩 ス ペ ー ス 、

遊 歩 道 の 整 備 な ど 回 遊 性 の 向 上 を 行 う と 示 さ れ て い る 。  

 

 →  ③ 樹 木 名 の プ レ ー ト は「 千 川 上 水 整 備 基 本 計 画 」の 策 定 以 前 に 緑 に

関 心 の あ る 市 民 の 方 々 に よ り 取 り 付 け ら れ た も の で あ る 。  

 

 →  ⑤ ⑥「 千 川 上 水 整 備 基 本 計 画 」に つ い て 策 定 度 、市 報 や ホ ー ム ペ ー

ジ 等 に て 公 表 し 、工 事 に よ り 影 響 の あ る 箇 所 や 近 隣 の 方 々 へ は チ ラ シ

等 で 工 事 の 内 容 を 周 知 し た 。 今 後 周 知 方 法 を 工 夫 す る 。  

 

⑦ 都 市 計 画 道 路 の 計 画 は ど う な っ て い る の か 。事 業 化 の 見 込 み は な い よ

う だ が 、今 後 ど う な る か は こ の 地 域 の 大 き な 課 題 。都 市 計 画 の 廃 止 に

つ い て も 検 討 し て ほ し い 。（ 塩 澤 委 員 ）  

  → 幅 員 40ｍ で 武 蔵 野 市 と 練 馬 区 に ま た が る 形 で 計 画 が あ る 。市 内 に お

い て 事 業 化 の 予 定 は な い が 、 計 画 自 体 は 残 っ て い る 。  

 

⑧ こ の 都 市 計 画 道 路 は も と も と 中 島 飛 行 機 の 工 場 に 物 資 を 運 ぶ た め に

計 画 さ れ た と 聞 い て い る 。 こ の 道 路 計 画 は 必 要 な の か 。（ 高 橋 健 一 委
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員 ）  

→ 現 在 の 法 制 度 に お い て 、 都 市 計 画 の 廃 止 は む ず か し い 。  

 

 ⑨ 都 営 住 宅 の 空 き 地 が 都 立 公 園 に な る こ と も 踏 ま え 、千 川 上 水 と の 連 携

を は か り な が ら よ い 公 園 が あ る ま ち と し て の ま ち づ く り を 進 め て ほ

し い 。（ 平 田 委 員 ）  

  → 都 営 住 宅 の 空 き 地 は 中 央 公 園 を 拡 充 す る 形 で 、 平 成 25 年 ３ 月 末 に

都 市 計 画 決 定 を 予 定 し て お り 、現 在 東 京 都 で 手 続 き を す す め て い る 。 

 

 

 

 

  

当 日  

① ク リ ー ン セ ン タ ー の 煙 突 が は っ き り と 見 え る 。  

② 数 少 な い 市 内 の 貴 重 な 農 地 （ 生 産 緑 地 ）  

③ 新 鮮 野 菜 の 直 売 所 （ や ま ふ く は 高 橋 健 一 委 員 経 営 ）  

 

 

 

 

７  吉 祥 寺 北 町 ５ 丁 目 農 地  

８  市 道 第 41 号 線  
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作 業 部 会  

①  （ 市 営 プ ー ル 前 交 差 点 か ら 東 側 ） 歩 道 が 狭 い 。 自 転 車 の 往 来 が 危 険 。

自 転 車 専 用 道 は で き な い か 。（ 島 森 委 員 ）  

②（ 市 営 プ ー ル 前 交 差 点 か ら 西 側 ）イ チ ョ ウ 並 木 の 落 ち 葉 に 困 っ て い る 。

落 葉 の 時 期 に な る と 、毎 日 大 量 の 葉 を 拾 わ な け れ ば な ら ず 、大 変 で あ

る 。 緑 が 多 い の は よ い が 、 樹 種 に よ る 。 別 の 樹 木 に 変 え ら れ な い か 。

（ 狩 野 委 員 ・ 藻 谷 委 員 ）  

 

 

 

 

 

 

 当 日  

① け や き コ ミ セ ン は つ く り が お し ゃ れ 。  

② 茶 社 を 開 催 し て い る 。（ 第 ３ 土 曜 日  14： 00～ 16： 00）  

③ 市 営 住 宅 は 庭 い じ り が 多 少 は 許 容 さ れ て い る よ う だ が 、都 営 は 一 切 認

め ら れ な い 。  

 

作 業 部 会  

④  成 蹊 学 園 の 壁 を リ ニ ュ ー ア ル で き な い か 。（ 塩 澤 委 員 ）  

→ 市 か ら も 生 垣 に す る よ う お 願 い し て い る が 、成 蹊 学 園 側 か ら は す ぐ

に は 整 備 が で き な い と の 回 答 が あ っ た 。今 後 も 継 続 的 に 調 整 を 図 っ

て い く 予 定 。  

 

⑤ 交 通 量 が 多 い に も 関 わ ら ず 隅 切 り も 整 備 さ れ て お ら ず 事 故 も 多 い 。拡

幅 の 予 定 が あ る よ う だ が 、最 近 新 築 さ れ た 沿 道 の 建 物 の 所 有 者 は こ の

こ と を 知 ら な い 様 子 で あ っ た 。 周 知 が 不 足 し て い る の で は 。（ 高 石 委

９  扶 桑 通 り ・ け や き コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー  
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員 ）  

  → 扶 桑 通 り は 都 市 計 画 道 路 で は な く 、明 確 に 拡 幅 の 計 画 が あ る わ け で

は な い 。開 発 指 導 要 綱（ 現 在 は ま ち づ く り 条 例 ）の 協 議 の 中 で 、任

意 に セ ッ ト バ ッ ク を お 願 い し て い る 。戸 建 て の 住 宅 な ど で は 敷 地 面

積 の 制 約 も あ り 、 指 導 の 徹 底 は む ず か し い 状 況 。  

 

 

 

 

 

 

当 日  

① 緑 町 と 比 べ て 、 ク リ ー ン セ ン タ ー の 煙 突 が 小 さ く 見 え る 。  

② 小 道 ガ ー デ ン は 竹 中 工 務 店 が 社 宅 を 建 設 す る 際 に 整 備 さ れ た 公   

  園 で 、 け や き コ ミ セ ン で 植 栽 や そ の 手 入 れ を し て い る 。  

 （ 最 近 少 し 物 が 多 す ぎ な い か ？ ）  

 

 

 

 

 

10 扶 桑 通 り 南 公 園 周 辺  

11 武 蔵 野 浄 水 場 周 辺  
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当 日  

① 公 園 が き れ い に 整 備 さ れ た 。  

② 桜 の 時 期 に は お 茶 会 も や っ て い た 。  

③ 保 存 さ れ た 大 木 の 存 在 感 が 大 き く 、 公 園 の シ ン ボ ル と な っ て い る 。  

 

 

 

 

 

当 日  

① 元 々 は 大 き な お 屋 敷 だ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

当 日  

① 駐 車 場 の 利 用 状 況 は 、 多 摩 以 外 の ナ ン バ ー が ９ 台 、 多 摩 ナ ン バ ー が 15

台 で あ っ た 。  

12 中 央 通 り さ く ら 並 木 公 園  

13 武 蔵 野 総 合 体 育 館  
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当 日  

① 無 料 開 放 。  

② 市 民 以 外 の 利 用 者 が 多 い よ う に 見 受 け ら れ る 。  

 

 

 

 

 

当 日  

① 駐 車 場 は 他 市 の 利 用 が 多 い 。（ 多 摩 ナ ン バ ー ４ 台 、 多 摩 ナ ン バ ー 以 外 ５

台 ）  

 

 

 

 

 

14 ス ト リ ー ト 広 場  

15 武 蔵 野 総 合 体 育 館 北 側 駐 車 場  
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 作 業 部 会  

 

(1)  自 転 車 の 利 用 に つ い て  

 

①  子 育 て 中 の お 母 さ ん に と っ て 、自 転 車 は な く て は な ら な い 存 在 。最 近

は 自 転 車 利 用 の 危 険 性 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 面 が 指 摘 さ れ て い る が 、武 蔵

野 市 は 平 地 で 自 転 車 利 用 を し や す い 。自 転 車 を 利 用 し や す い ま ち づ く

り を 考 え て も よ い の で は 。（ 塩 澤 委 員 ）  

 

② 市 道 41 号 線 に 自 転 車 専 用 道 は で き な い か 。（ 島 森 委 員 ）  

③ 自 転 車 専 用 道 の 整 備 に つ い て 方 針 や 基 準 は あ る の か 。（ 島 森 委 員 ）  

④ 大 野 田 小 学 校 前 の 自 転 車 専 用 ゾ ー ン は よ い 。他 の 道 路 に も 設 置 で き な

い か 。（ 越 智 委 員 ）  

→ ② ～ ④ 市 内 に は 、武 蔵 境 の か え で 通 り 自 転 車 専 用 道 が 整 備 さ れ て い

る 。ま た 、試 行 的 に か た ら い の 道 に 自 転 車 通 行 帯 の 路 面 標 示 を し て

い る 。  

自 転 車 専 用 道 や ゾ ー ン は 道 路 幅 員 の 状 況 か ら 整 備 が む ず か し い ケ

ー ス が 多 い が 、 駅 付 近 の 新 設 道 路 や 拡 幅 道 路 の 整 備 に あ た っ て は 、

自 転 車 道 に 固 執 せ ず 、自 転 車 レ ー ン 、自 転 車 通 行 帯 な ど 、可 能 な 範

囲 で 、 自 転 車 の 通 行 環 境 整 備 に 努 め て い き た い と 考 え て い る 。  

警 察 で は 「 自 転 車 ナ ビ マ ー ク 」 の 導 入 に 向 け た 検 討 も さ れ て い る 。 

 な お 、自 転 車 専 用 道 等 の 整 備 に つ い て は 、国 土 交 通 省 で ガ イ ド ラ イ

ン を 定 め て い る 。  

 

⑤ 車 道 の 歩 道 側 の 端 を 自 転 車 専 用 ゾ ー ン と す る の は よ い が 、路 面 の 状 況

が 悪 く 危 険 な ケ ー ス も あ る 。グ レ ー チ ン グ に 車 輪 が は ま っ て 転 倒 し た

こ と が あ る 。（ 島 森 委 員 ）  

⑥ 歩 道 が 狭 い 方 が 自 転 車 の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る と い う 逆 転 の 考 え

方 も あ る 。（ 狩 野 委 員 ）  

 

  (2) 緑 ・ 公 園 に つ い て  

①  緑 が 多 い 地 域 で あ る と 改 め て 感 じ た 。（ 島 森 委 員 ）  

② 公 園 の ま ち と し て 、 さ ら に よ い 環 境 と な れ ば よ い 。（ 平 田 委 員 ）  

(3) そ の 他  

16 エ リ ア 全 体  
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① 落 ち 着 い た 住 宅 地 の 中 に 公 益 的 な 施 設 や 魅 力 的 な コ ミ セ ン や 公 園 な

ど が あ り 、こ の 地 域 で 子 育 て が で き て よ か っ た と 感 じ て い る 。新 ク リ

ー ン セ ン タ ー 周 辺 が よ り よ く な る こ と を 望 む 。（ 塩 澤 委 員 ）  

② 老 後 を 過 ご す の に も よ い 地 域 だ と 感 じ て い る 。（ 狩 野 委 員 ）  

③ 新 施 設 の 建 設 に あ た っ て は 、周 辺 の 整 備 も 含 め 他 の 地 域 か ら く る 人 に

も 興 味 を も た れ る よ う な す ば ら し い ク リ ー ン セ ン タ ー を 期 待 す る 。

（ 藻 谷 委 員 ）  

 

 

 

 (1) 市 道 240 号 線 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 業 部 会  

① NTT の 前 を 工 事 し て い る 。（ 高 橋 豊 委 員 ）  

 → 歩 道 の 拡 幅 工 事 で は な く 、 段 差 解 消 な ど の 舗 装 の 整 備 と 聞 い て い る 。

（ 興 梠 委 員 ）  

 

② パ ー ク タ ウ ン 側 も 路 面 の 凹 凸 が 見 ら れ る 。今 後 整 備 さ れ る と の こ と で

期 待 し て い る 。（ 平 田 委 員 ）  

 → ① ・ ② 路 面 の 改 修 工 事 を 行 っ て い る 。 路 面 の 凹 凸 を な く す と と も に 、

車 道 と 歩 道 の 高 低 差 を 小 さ く し て 、 バ リ ア フ リ ー 化 を は か る 。 歩 道 ・

車 道 共 に 拡 幅 は な い 。 NTT 側 の 歩 道 、 パ ー ク タ ウ ン 側 の 歩 道 と い う 順

番 で 工 事 を 進 め 、 平 成 25 年 ３ 月 に 工 事 が 完 了 す る 予 定 。  

17 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ エ リ ア 周 辺 地 域  


